
吉野川店
吉野川市鴨島町西麻植字麻植市56-28　TEL.0883-24-3171
●定休日 月曜・第2火曜　●営業時間 10：00～18：00

どんな場所でも美しい電気自動車（BEV）へ登場新型

藍と吉野川～吉野川の川湊～　市久保渡し
　市久保渡しは、吉野川の北岸（撫養街道）と南岸（伊予街道）を結ぶ
道路で、幕末までは駅

え き ろ じ

路寺（福生寺）と関係した渡しであった。天保
11（1840）年の吉野川絵図に「ワタシ」と記載されていることから、
その頃には存在していたと推測される。高越山や剣山に登る修験道者や、大滝山・八栗寺に参詣する
利用客が多かったが、借

かりこうし

耕牛（阿波の北方農家は、讃岐の農家に対して農耕牛として牛を貸与し、対価
として米を受け取っていた）もこの渡しを通っていたという。
　この渡しは流れが速く、水泳者の溺死や船の転覆事故などがよく起きており、川岸に向かって水難
者を供養する地蔵が建立されていた。現在は堤防の内側に安置されている。

日本遺産
ポータルサイト
二次元コード

故
郷
を

知
る
!!

第
85
回

日本遺産

藍のふるさと阿波
～日本中を染め上げた
　　　至高の青を訪ねて～

y o s h i n o g a w a  c i t y

福生寺
楠木神社

市久保渡し

水難者を供養する地蔵

ホーホケキョ 白竜峡 高越山 紅竜峡

東野リキュールの本格梅酒
二人で仲よく梅酒を造り精一杯おもてなししています

梅酒蔵

東野リキュール製造場  東野 宏一

吉野川市美郷字川俣５番地５
TEL 0883-43-2216
FAX 0883-43-2212

なんでも屋丸八

0120-08-0805

創業55年
丸八木村商店

電話受付時間
平日 9：00～18：00

〒771-1402 阿波市吉野町西条字藤原36-1
徳島県公安委員会 古物商許可証 【第801080000302号】

空き家相談・不用品片付け 等

お困り事を
なんとかいたします！

ま る　　 は ち
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高価買取挑戦中
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徳島県公安委員会 第801010001724号

青
少
年
育
成
補
導

い
わ
な
い
よ　
じ
ぶ
ん
が
い
わ
れ
て

い
や
な
こ
と

飯
尾
敷
地
小
一
年
　
萩
原
　
明
晴

考
え
よ
う　
い
じ
め
を
な
く
す

自
分
の
役
割

知
恵
島
小
六
年
　
河
野
　
悠
成

温
か
い　
笑
顔
が

だ
れ
か
を
救
う
ま
ほ
う

鴨
島
第
一
中
三
年
　
藤
井
　
星
空

夏
休
み
に
募
集
し
た
「
青
少
年
育
成
非

行
防
止
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
」
よ
り

★
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

自
転
車
の
違
反
に
も
青
切
符

が
導
入
！
★

　
自
転
車
な
ど
に
対
す
る
交
通
反

則
通
告
制
度
（「
青
切
符
」
に
よ

る
取
り
締
ま
り
を
行
う
反
則
金
制

度
）
が
適
用
に
な
り
ま
し
た
。

●《
取
り
締
ま
り
の
対
象
年
齢
は

　
16
歳
以
上
！
》

※‌�

警
察
官
の
指
導
や
警
告
を
受
け

た
場
合
は
速
や
か
に
従
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
携
帯
電
話
の
使
用
な
ど

　
反
則
金　
１
２
０
０
０
円　

・
遮
断
踏
切
立
ち
入
り

　
反
則
金　
７
０
０
０
円　

●
自
転
車
安
全
利
用
五
則

①‌�

車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行
。

歩
道
は
例
外
、歩
行
者
を
優
先
。

②‌�

交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停
止

を
守
っ
て
、
安
全
確
認
。

③
夜
間
は
、
ラ
イ
ト
を
点
灯
。

④
飲
酒
運
転
は
禁
止
。

⑤‌�

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
。（
着
用
は
す

べ
て
の
利
用
者
の
努
力
義
務
！
）

●‌�

自
転
車
に
乗
る
前
に
点
検
し
ま

し
ょ
う
。

①‌�

ハ
ン
ド
ル
・
サ
ド
ル
に
グ
ラ
つ

き
が
あ
っ
た
り
、
チ
ェ
ー
ン
に

た
る
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か

②‌�

タ
イ
ヤ
の
空
気
は
抜
け
て
い
ま

せ
ん
か
？

③‌�

車
体
が
ガ
タ
ガ
タ
し
た
り
、
変

な
音
は
し
ま
せ
ん
か
？

●‌�

も
し
、
事
故
を
起
こ
し
た
り
、

事
故
に
あ
っ
た
り
し
た
ら･･･

　
負
傷
者
が
い
る
場
合
に
は
何
よ

り
先
に
救
護
に
あ
た
り
、
迷
わ
ず

1
1
9
番
通
報
を
し
て
救
急
車
を

呼
び
ま
し
ょ
う
。
二
次
災
害
を
防

ぐ
た
め
、
安
全
を
確
保
し
て
か
ら

1
1
0
番
通
報
し
て
警
察
に
連
絡

し
ま
し
ょ
う
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
25-

６
６
２
０

℻
25-

６
６
２
１

・
信
号
無
視

　
反
則
金　
６
０
０
０
円　

・
車
道
の
右
側
通
行

　
反
則
金　
６
０
０
０
円　

・
無
灯
火

　
反
則
金　
５
０
０
０
円　

・
並　
進

　
反
則
金　
３
０
０
０
円　
な
ど

●《「
自
転
車
運
転
者
講
習
」
の
受

　
講
が
命
じ
ら
れ
ま
す
！
》

※「
自
転
車
危
険
行
為
」を
過
去
３
年

以
内
に
２
回
以
上
繰
り
返
す
と
受

講
義
務
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

「
自
転
車
危
険
行
為
」
と
は

①
信
号
無
視

②
通
行
禁
止
場
所
の
通
行

③
歩
行
者
用
道
路
で
の
歩
行
者
妨
害

④
歩
道
通
行
や
車
道
の
右
側
通
行

⑤
路
側
帯
で
の
歩
行
者
の
通
行
妨
害

⑥
遮
断
踏
切
へ
の
立
ち
入
り

⑦
一
時
停
止
場
所
で
の
不
停
止

⑧
歩
道
で
の
歩
行
者
妨
害

⑨
整
備
不
良
自
転
車
の
運
転

⑩
酒
気
帯
び
運
転

⑪‌�

傘
差
し
運
転
な
ど
安
全
運
転
義

務
違
反

⑫
携
帯
電
話
使
用

⑬
妨
害
運
転　
　
　
　
　
　
な
ど

命
じ
ら
れ
て
か
ら
3
カ
月
以
内
の

指
定
さ
れ
た
期
間
内
に
受
講
し
な

い
と
５
万
円
以
下
の
罰
金
！

◉
ち
な
み
に
講
習
は
３
時
間（
有
料
）

油
断
せ
ず　
み
ん
な
笑
顔
の　
通
学
路	

山や
ま
し
た下　

京き
ょ
う
ま真

（
市
立
川
島
中
学
校
２
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

シ
ー
ト
ベ
ル
ト　
し
っ
か
り
つ
け
ろ　
命
づ
な	

原は
ら
だ田　
一か
ず
き輝
（
山
川
中
学
校
２
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

2025年 12月号 広報よしのがわ2025年 12月号 広報よしのがわ31 30


